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泌尿器科領域におけるHBK(筋 肉内注射)の 臨床的検討
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新しいアミノ配糖体系抗生物質であるHBKの 複雑性尿路感染症に対する有用性を検討 し,以 下

の成績を得た。

1)複 雑性尿路感染症18例 に本剤を筋肉内注射 し,UTI薬 効評価基準に基づいて判定 した結果,

72%の 有効率を得た。

2)本 剤による自他覚的副作用は1例 も認められなかった。 臨床検査値については2例 において

軽度の異常(GOT・GPTお よび好酸球の軽度上昇)が 認められたが,い ずれも一過性であった。

HBKは 微生物化学研究所において新た に合成され,

明治製菓株式会社で開発さ、れたアミノ配糖体系抗生物質

でFig.1の ような構造式を有す る。本剤は筋注投与に

より高い血申濃度が得られ,各 組織へ良好に移行しその

抗菌性を発揮する。その抗菌力は殺菌的でグラム陽性菌

およ跳グラム陰性菌に広く抗菌作用を示す1)。

今回各種複雑性尿路感染症に対する本剤の有用性を検

討したので,そ の結果を報告する。

Fig. 1 Chemical structure of HBK

*nH2SO4

(n=2～2.5〕

6- 0- (3-Amino- 3-deoxy- a- D-glucopyranosyl)- 4- 0- (2, 6-diamino-
2, 3, 4, 6- tetradeoxy- D erythro-hexopyranosyl) -1- N- ( (S)-4
amino- 2-hydroxybutyryl) -2-deoxy- D streptamine sulfate

1.方 法 と 材 料。

昭和55年12月 よ り昭和53年5月 までの間に当科

に入院した複雑性尿路感染症患者18例 に対 し本剤を投

与し,そ の臨床効果ならびに副作用を検討 した。

対象にUTI薬 効評緬基準第2版2⊃ および補遺の患者

条件を満たすものとし,同 基準に基づいて薬効を判定 し

た。薬剤投与は.50mg1日2回(9例),75mg1日2

回(5例)お よび100mg1日1回(4例)の3方 法で

5日 間連続投与とし,す ぺて筋肉内注射である。

II.成 績

Table 1に 全症例の)要約を示 した。18例 中著効3例,

有効10例,無 効5例 で総合有効 率は72%で あった

(Table2)。 病態疾患群別有効率はTable3に 示 したご

とくで,2群 では有効例は認められなかったがカテーテ

ル留置の1群(3例)お よび5群(1例)'で は100%の

有効率であった。細菌学的効果では27株 中20株 が除

菌され除菌率は74%で あ った(%ble4)。MICと 除菌

とめ関係をみ る とMlc25μ91m1以 上 の8株 中7株

(88%)が 消失 しているが,逆 にMIC1.56μ9/m1以 下

の13株 中5株 が存続 していた(Table5)。 投与後出現

菌は β.faecali52株,S.marcesms 1株 お よびYeast

1株 の計4株 であった(Table6)。

副作用および臨床検査値に関 しては18例 で検討され

た。自他覚的な副作用は1例 も認められず,臨 床検査値

の異常は,1例 でGOT23→57,GPT22→80と 上昇,

他の1例 で好酸球が3%→10%と 上昇を認めたが投 与

終了後正常化 した。

III.考 察

HBKは グラム陽性菌および グラム陰性菌に広 く抗

菌作用を示 し,そ の抗菌作用は殺 菌 的でGM,TOB,

DKBお よびAMK等 の耐性菌の一部にも強い抗菌力を

示す。ヒトに筋注 した場合の血中半減期は約2時 間で,

投与後24時 間 までの尿 中 回収 率ば約60～70%で あ

る1)。

今回の複雑性尿路感染症に対する総合有効率72%は.

牟国集計nで の49%に 比較 して優れていたqま た病態

疾患群別の有効率をみても症例数は少ないものの,1群

および5群 というカテーテル 留置 症 例においてともに

100%の 有効率であ り,本 剤の有用性が示唆された。細

菌学的効果でP.aemgino5a5株 中4株 が存続 してい
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Table 2 Overall clinical efficacy of HBK in complicated UTI

50mg×2, 75mg×2, 100mg×1/day, 5-day treatment

Table 3 Overall clinical efficacy of HBK classified by the type of infection



VOL.34 S-1 CHEMOTHERAPY 457

Table 4 Bacteriological response to HBK in complicated UTI

*  regardless of bacterial count

Table 5 Relation between MIC, and bacteriological response to HBK treatment

No. of strains eradicated/No. of strains isolated
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Table 6 Strains appearing after HBK treatment
in complicated UTI

* regardless of bacterial count

たが,そ れら菌株のMICは 全て1.56μ9!m1以 下であ

った。このin vitroで の抗菌力から判断すればin vivo

での効果が十分期待されるところである。 したがってこ

の不一致については静注投与など投 与方 法の工夫によ

り,そ の有用性が発揮される可能性も推察されるが,こ

の点については更に今後検討されるべきところ と考 え

る。

自他覚的副作用は1例 も認められず,ま た臨床検査値

の異常も2例(3件)に 認められたものの比較的軽度で

あ り,今 回の臨床的検討においては本剤の安全性に関し

て特別な問題は認められなかった。全国集計においても

本剤による臨床検査値異常の発現率は低 く,ま たアミノ

配糖体系抗生物質において常に問題となる腎機能具常発

現例も本剤では少ない結果と綴告されている1,。

以上の成績から,本 剤は中等度以上の複雑性尿路感染

症に対 して有用であることが示唆された。
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CLINICAL STUDY OF HBK IN THE FIELD OF UROLOGY

MASUYOSHI HARADA, AKIRA FUJII, SOICHI ARAKAWA, NOBUMASA KATAOKA

AKIO FUJII, SADAO KAMIDANO and JOJI ISHIGAMI

Department of Urology, Kobe University School of Medicine

HBK, a new aminoglycoside, was determined of its utility for complicated urinary tract infections
with _foliowing results.

(1) A total of 18 cases of complicated urinary tract infections rvere treated with HBK and
results obtained were assessed according to the Criteria for Assessment of Drug Efficacy for UTI with
an efficacy rate of 72%.

(2) In none of the cases adverse reactions were observed either subjectively or objectively. Labo-
ratory findings revealed slight abnormalities in 2 cases (slight elevation in GOT, GPT and eosinophils),
but all of these abnormalities were transient in nature.


